
13.圧縮機′送風機およびポンプ

COMPRESSORS,BLOWERS AND PUMPS

13.1圧 縮 機

低圧から高圧,小容量から大容量まで広い製ぷl分野を有する日立

圧縮機は,おう盛な設備投資にささえられて,ますます活況を望し

ている｡

汎用VHC圧縮機は昭和35年度の第1次増産態勢に引続き,量産

車間二L場が完成して完全な量産態 が確立し,新標準バラソス形旺

縮機とともに広い需要層を有する機構として非常な発展をLた｡

石油化学二l二業向けには1,500kW分解ガス圧縮機や,昭和35年度

に引続き570kWエチレン,プロパンニ元冷凍機が次々と完成し,

従来輸入にたよってきたこの分野にも日立バランス形圧縮機が大い

に進出した｡

36年は画期的な10,0001113/hTO-プラントが完J成したが,この送

備に使用される550kW酸 圧縮機もまた画期的な構想のもと

に設計されたもので,この方面の注目をあびている｡またラビリソ

ス式醸 圧縮枚も多数完成し,カーボンリング式オイルフリーコソ

プレッサとともに用

都市

はますます広がってきた｡)

要は年々増加し,36年度は大手カ､､ス会社をはじめ地

方のガス会社向きにも日立バランス形圧縮椀が進出した｡

13.1.1石油およびガス化学工業用圧縮機

めざましい発展をしている石油化学工 に使用される特殊ガス圧

縮機は多く輸入にたよってきたが,この分野にも日立バラソス形旺

縮機が続々と進出している｡36年度はR本石油化学株式会社納1,500

kW石油分解ガス圧縮機2台が完成し,好調に運転にはいった｡木

椀は粗製都市ガス高圧圧送機におけるタール,ダスト,ガムなどの

異物の堆掛こよる運転障害を除くための基礎的研究, 際面の対

と効率向上にかんするたゆまざる努力により完成された優秀機であ

る｡35年度に国産第1号機を完成してこの方面の注目をあびた

570kWエチレン,プロパンニ元冷凍機は,引続き4台丸善石油株

式会社に納入された｡極低温用 冷 として1年の運転実績もきわ

めて良好で,この種冷凍機の国産化の基礎がますます確固たるもの

となったわけである｡このほか石油化学工 向きとしては,ユニフ

ァイナ装置用として九音石紬株式会社納370kW62.5kg/cm2×2

台,三菱油化株式会社納25OkW65.7kg//cm2×2台,LPG貯蔵装置

用としてゼネラル瓦斯株式会社納22kW3kg.′七111巳×1子了,801(W13

l(g｡/cm2×3台などがある｡

高圧比 機では液体酸素製造川として効率向上をはかって容量を

増加した大同酸素株式会社納1,鮒OkW,6,500n13/′′hx200kg/cm26

段×1台,n本酸素株式会社納1800kW,6,000m3//hx2001唱/cm2

6段×1台,徳山酸 株式会社納820kW,2,700m3/hx200kg//cm2

5段1台,および深冷分離装置用として鋼管化学_1二業株式会社納

1,300kW,7,000m3//hx207kg/:cm2×1台,じゆんかんポンプとL

ては昭和電工株式会社納485kW,250m3/′hx320kg/cm2×1台が

ある｡

化学工 の合理化のため,COGの利用が各所で行われているが,

36年は鋼管化学工業株式会社納1,150kW,11,500m3/hx14.5kg/

cm23段×3台カ;完成した｡本装置は全体の効率を高め,設備費の節

減をはかり種々の運転方式を満足させるターボとレシプロの組合せ

方式を採用したことを特徴とする｡

13.1.2 都市ガス高圧圧送機

長近における都市ガスの需要増加は著しく,これに応ずるため都

第1同 日本石油化学株式会社納1,500kWバランス形

分解ガス圧縮機

第2岡 丸善石油株式会社納エチレンプロ/くンニ元冷凍用

570kWバランス形圧縮機

第3国 東邦瓦斯株式会社納1,240kW2揆都市ガス

高圧とE送機

苗ガスの製造ならびに圧送方式は逐次高圧精萎も 高圧圧

ってきた｡

方式に代
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これらに使用される圧縮機はいずれも全体の効率を高め,設備費,

運転費の低減をはかったいわゆるターボとレシプロの組合せ方式で

ある｡日立製作所では,昭和30年大容量粗製都市ガス圧送機の製作

を開始して以来,今日までに大手ガス会社の圧送機全部を製作し

たのはもちろん,地方中小ガス会社の精製ガス圧送機もそのほとん

どを 作してきた｡

今日までに稼動しているこれら圧送機の総出力ほすでに叫.00O

kWに及んでいるが36年度はさらに大手ガス会社の増設機として,

東京瓦斯株式会社納1,860kWx28,000Nm3/hxl.8/9.5kg/cm2×3

台(13,14,15号機),同じく東京瓦斯株式会社納1,240kWx20,000

m3/hxl.4/8kg/cm2×1台(3号機)東部瓦斯株式会社納1,240kWx

15,000m3/hx9.5kg/cm2×1台(6号機)をはじめ,地方ガス会社向

けとしては東京瓦斯株式会社日立支社納110kWxl台,京葉瓦斯株

式会社納190kWx2台小田原瓦斯株式会社納150kWxl台の精製

瓦斯圧縮機を製作した｡

なお粗製都市ガス中のタール,ダスト,ガム質などの異物堆積に

よる運転障害を除くための基礎研究,実際面の対象も成果があが

り,ガム発生の機構や対策などが明らかにされた｡

13.l.3 オイルフリーコンプレッサ

酸素ガスの需要増大と原 価低減のためには,TO一プラントは必

然的に大形化し,その送酸設備酸 ガス圧縮機もますます大容量,

高能率,高い信頼度を要求されるに至った｡ここに富士製鉄株式会

社室蘭製鉄所納10,000m3/hTO-プラントが完成され,それには550

kWバランス形,3段願 ガス圧縮機5台が好調に稼動を続けてい

る｡

本機の容量は3,000m3′/h,吐出圧力30kg/cm2で出力においてこ

の種圧縮機でほ国内でも記録的な大容量機である｡ピストンリソグ

およびグラソドパッキンには特殊なテフロンリソグを採用し,その

すぐれた特性と水潤滑の効果と相まってきわめて高い機械効率をえ

ている｡この特殊なテフロンリソグは柔軟性に富み,摩擦係数が小

さく,酸素にたいし不燃性であり,摩耗少なく,漏えい防止に十分

な構造がとれるなど幾多の特長を有L,パラソス形圧縮機の特長と

十分マッチして,効果のよい運転を長期にわたって安全に行なうこ

とができる｡このほか,ハソドル操作で起動停止できる自動運転方

式を採用し,各種の保

簡単になっている｡

装置をそなえているので運転管理が非常に

TO一プラント用ラビリンス式酸素ガス圧縮機としては,日本鋼管

株式会社納350kW,1,675m9/hx30kg/cm2×3台および八幡製鉄

株式会社納430kW,3,300m8/hx2.2/22kg/cm2×3台が完成した｡

これらは従来機にたいしてシリンダの一体化,ピストンの軽量化な

ど数多くの改良が行なわれ,本機の死命を制するシリンダとピスト

ンとの最小間げき保持に一段の進歩をみせた｡

カーボンリング式オイルフリーコンプレッサの需要は各種の産業

に拡大し,増産即納体制の整備につれて販売は順次増加の傾向を続

けている｡特に計装用空気源としての用途は最も多く,たとえばボ

イラ制御としてきわめて重要な役目を果すA,B,Cコンプレッサ

は,東京電力株式会社をはじめ各電力会社および自家発電の火力発

電所に数多く納入された｡

特殊カーボンリング式オイルフリーコンプレッサとしては,プラ

ットフォーミソグ装置に使用される丸善石油株式会社納820kW,

44kg/cm2×3台を完成した｡本機は低圧縮比のバラソス形圧縮機

できわめて効率がよく,ピストンリング,グランドパッキンには日

立独特の特殊カーボンを使用して,輸入品よりはるかにすぐれた性

能をあげることができた｡

第4図 富士製鉄株式会社納550kWバランス形

酸素ガス圧縮機

第5図 丸善石油株式会社納820kWバラソス形

オイルフリーコンプレッサ

第6図 VHC圧縮機の生産状況

13.l.4 標準形圧縮機のすう勢

(1)標準圧縮機の生産状況

近年の各種工業の発展は著しい設備投資の好況にのって

縮機の生産も相変らず活況を皇している｡

準圧

現在までに生産された7.5kW～75kW VHC圧縮機は総台数

6.400台,総闇力は15,500kWであり,バランス形圧縮機は大形を

含めて総台数約845台余,総出力約285,000kWにも達した｡

36年度の標準圧縮機にとって持 すべきことは,まず汎用VHC
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第7図トヨタ自動車工業株式会社納670kWバラソス形

2段空気圧縮機

圧縮撰を新たに量産専門工場に移して完全な量産態勢を完了した

こと,およぴ150kWバランス形圧縮機濠大幅にモデルチェソジ

して小形軽量化,機動性の向上を計り市場競争力を著しく高めた

ことである｡

新150kWバランス形圧縮機は生産開始以来すでに140台を数

えたが,これは35年度の60台に比べ約2倍あまりの増加である｡

(2)最近の l■

l

最近における

特長

準圧縮機の特長は,保守官理人件費の節減のた

めの自動起動停止,および無人運転を計ったいわゆる自動運転

と,設備費と運転管理費の低減をねらった大形集中化の傾向であ

る｡

自動運転化の内容はそれぞれの規模に応じて異なるが,昭和35

年度に製作されたものの中には起動ボタンのワンタッチで起動負

荷運転にはいり起動時のイソタロックはもちろんのこと,運転中

の油面,各部圧力,温度,流量に至るあらゆる警報表示,自記積

算の諸リレー計器をもったものもある｡また自動運転化が進むに

従いこれらの機械系,電機系の制御回路を簡単にし安定した制御

ができるよう,また同時に費用の低減も兼ねて絶えずくふう研究

がなされその効果も逐次表われてきた｡

大形集中化は35年国内第1号3列バランス形圧縮枚を製作し

て以来,急激に需要が増した｡圧縮機の大形大容量化を計れば,

機械電動機

配

効合総の が向上するほか,従来使用箇所ごとに分散

されていた圧縮機を負荷の中心付近に 申して設備すること

により負荷の平均化が容易となり,設備機械の総容量も少なくて

よく,機械も効率のよい全負荷に近い点で運転されることになる｡

また据付面積の節減および運転管理に要する人件費の低減は特に

著しい｡

36年度は前年に引続きこれら大容量機のして3列バランス形

が続々と 作され,現在までに総計13台を数え,総出力も8,800

kWに達したが,この傾向は今後ますます増加するものと予想さ

れる｡

】3.1.5 ベ ビ コ ン

の進歩発展につれ空 作

､
ヘ
ノ使を気 が非常に増え,あらゆる業

種にべピコソが使用されてきた｡

このためベビコソの納入台数は年々増加し,今後もますます増加

の傾向にある｡需要の増加に伴い,いろいろの用 に合ったベビコ

ソの要望があり,着々機種を増やしてきたが,36年度は新機種とし

て,ベビコソとしては最高出力の5.5kWベビコソ,および圧力ス

第8図 5.5kW

第9図 圧力スイッチ式200W

スーパーベビコソ
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第10図 エアーガン

イッチ式の200Wスーパーベビコソを発売,またベビコソ用付属品

として塵挨清掃用エアーガソの販売を開始した｡

(1)5.5kWベビコソ

工場設備や各種機器の動力源として長時間の連続使用に耐え,

またあらゆる用途にも向くよう, 転方式は自動アン′ローダ式と

し,最高使用圧力も使用実情に合わせ8kg/cm2としてある｡

すべての点で,高性能化をはかってあるが,特に容量を大きく

し,P･Dで1,2001/minは同種コンプレッサでは最高である｡

各種空気工具,モールディングマシン,各種機械の空気

観光地での温泉くみあげ用など比

も使用できる｡

作用

的多量の空気を要する用途に

(2)圧力スイッチ式200Wスーパーベビコン

空気の使用場所がコンプレッサと離れている場合とか,断続的

に空気を使うような用途に適する機種である｡

これはベビコソとしては最小容量の 200Wであり,起動トル

クの大きいコソデソサ起動モートルを使用し,圧力スイッチによ

り自動運転を行なわせるようにしてある｡軽量,コンパクトにで

きており,斬新なデザインとともに非常に簡便に使用できるの

で,歯科治療機械の空気源とか,自動開閉ドアの操作,そのほか

非常に多方面に使用されている｡

(3)エ ア
ー ガン

従来他に類を見ない強靭プラスチック

ほか

で,軽量,美麗である

気絶縁性が良いので電気部品にふれても感電することがな

いなど金属製のものには見られない数々の利点があり,各工場,

業場の除塵,機械器具

えている｡

の な掃活 どに数多く使用されて好評を
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13.2 送 風 機

同内における送風機の需要急増に伴って,昭和36午度送風機の

受注高,生産高ともに前年度を大幅に_l二回る順調な伸びを示した｡

電力,鉄鋼,重化学,セメント,ガス,水道などの窮安産業抑こお

いて既存設備の合理化,拡充はもとより新規設備計画に伴って大容

量かつ高性能送風機の設置計画がさかんに行なわれている｡またビ

築,高速道路,トンネルの建設に関連して,大小各種の換気,通

風用送風機の 要も増加している｡かかるすう勢にあって,川崎工

場の送風機牛産設備も近代化,合理化が進められ,生産量の増加に

F与するとともに, 設計,製作の両面においても品質,性能の向上

に種々の努力が傾注された｡36年度の技術的進歩に顕著な成果をあ

げたものとしては,鉄鋼 界に出現した世界屈指の超大形空気分離

装置におH~る5,500kW軸流圧縮機,および大形分離装置に使用

された2,000kW～3,500kW級の大形DH形タNボ圧縮機が世界最

高水準をゆく高性能を示したこと,大形焼結枚の主排風機とLて記

録的製品である2,550kWシンクリングファソがきわめて好成績を

収めたこと,さらに作業用空気源としてわずか4段の羽択串で吐出

圧力8kg/cm2Gに達する1,400kWDH形タNボ圧縮機が完成,

新分野へ進出したことなどがあげられる｡また新 品として登場し

た低騒音送風機,独特な形態の新形換気フアンなどは今後の発展を

期待される機種といえよう｡さらに時代の要求に応ずる新い､研究

もたゆみなく続けられており,とくに

如している炭化水

基礎的,

化学1 において需要の増

ガス用ターボ圧縮機に必要な軸封装置について

際的研究が着々と成果をあげ,この種圧縮機の執鋸ヒの

基礎が確立された｡

また高速羽根車の熔接化,超高速羽根車における流体力学的解明,

製作方法の研究など新 品開拓の基礎となる研究努力も行われてい

る｡

13･2･l遠心式圧縮機の大容量化

遠心式圧縮機の進歩はめざましく,使用される設備が大形になる

につれて,大容量のものが出現しつつある｡なかでも日立独特の

DH形ターボ圧縮枚は今年度ま

て空気分離装置用原

にで 24台に達し,主とし

空気圧縮機として着実な歩みを続けている

が,安定した高性能がえられるに及んでその大形化が企てられた｡

これに伴って効率も飛躍的に上昇し,36年度に完成した記録品であ

る八幡製鉄株式会社納33,600Nm3/h,4.9kg/cm2(G),3,500kWで

は,等温効率70%という世界最高水準をぬく好成績を納めた｡さら

に同容量のもの4台を引続いて製作しているが,この効率ほ同一仕

様の軸流圧縮横をしのぐ値であり,DH形ターボ圧縮機として磐石

の強みを発揮したものといえよう｡一方,DIi形ターボ圧縮機の高

速化により富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納の作業用空気源圧縮機と

して,11,000Nm3/h,8kg/cm2(G),1,400kW(2台)が完成した｡

従来は使用場所ごとに往復動形圧縮棟を設置して作業用空気を得て

いたが,高効率の本ターボ圧縮機により,設備費の低減,保守運転

に要する人員の節減に大きく貢献している｡この実績は設備規模の

大形化に伴う 界の一つの動向を示すものといえよう｡かかる新し

い分野へのDH形高圧ターボ圧縮機の進出は今後期すべきものがあ

ろう｡

ガス用ターボ圧縮機も着実に実績を重ね東京瓦斯株式会社,大阪

瓦斯株式会社納の高圧圧送装置も次々と増設されているが,36年厨

に特 すべきものとしては鋼管化学株式会社扇町工場納23,000Nm8

/h,1･3kg/cm2(G),1,300kWのCOG(コークス炉ガス)圧縮装置

用ターボ圧縮機がある｡本棟はアンモニア合成に必要な水素を分離

するた捌こCOGを圧縮する装置のブースタとLて使われ高圧側往

復動形圧縮機と直列運転を行って最終吐出圧力14.5kg/cm2(G)を

第11閥 八幡製鉄株式会社納空気分離装置用3,500kW

DH形ターボ圧縮機

第12図 富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納作業用1,400kW

DH形ターボ圧縮機

得るものである｡対空気比重0.332というきわめて軽いガスを扱う

ターボ圧縮磯としてはわが周最大の容量で,ナフタリン,タール,

ガム状物質などを含むよごれの多いガスにたいする都市ガス高圧々

送装置の経験を生かして設計製作されている｡

13･2.2 軸流圧縮轢の酸素製造への進出

近年各種の産業界における酸素の需要はますます増加の一途をた

どり,とくに鉄鋼工 化学工業においてほ酸素製造装置の設置が

急ピッチに進められ大容量化の傾向にある｡この酸素

は日立全低圧式空気分離装置が

造に関して

界に確固たる地位を占めているが

日進月歩のめざまい､技術の進歩とともにこれら高純度酸素を発生

させる分離装閻も需要が増加しその容量も次第に大きくなってきて

おり,36年度には99･6%純度の酸素発生量10,000Nm3/hという世

界でも顆のない高純度,超大形空気分離装置が出現するに至った｡

空気分離装符にお十て最も 要な要素の一つは酸素発生原単位が小

さいということでこの装置の所要動力の99%近くを占める原料空

気圧縦横の効率がこの原単位の死命を制するものとなる｡本装置の

空気量が従来のものに比べきわめて多いことからわが国で初めて全

段軸流丑縮機形式の原料空気任縮機が登場した｡この圧縮機は56,0

00Nm3//h,4･9kg.ノ′cm2(G)5,500kWで中間冷却器を介して低圧側

9段軸 圧縮機と高圧側8段軸流圧縮枚にわかれており,それぞれ

増速歯軍装置を介Lて両軸の2棟3相誘導電動機によって駆動され

ている｡設計上最も苦心を払ったのは高低圧側それぞれの急傾斜を



圧 縮 機, 送 風 器

第13図 富上製鉄株式会祉室蘭製蘭所納10,000Nm3/b

空気分離装眉川5,500kW軸流圧縮機

もつ特性をうまくマッチさせる方法,気温変化に対して効率よく容

量を制御する方法,長期にわたって安定した連続運転を可能ならし

める考慮などである｡軸流圧縮機の巽列は作動範囲が広く,高効率

である後程静翼翼列形式を採用しているが,上記の 点を解決する

ために前段部分の静巽構造,高旺側動翼に耐食を考慮した特殊材の

採用, 澗 ドレン分離機構,供屯な空気濾過器の計

画など細心の注意とくふうがなされている｡

空気分離装置との総合運転においては,圧縮機の特性効率が装置

の要求にきわめてよくマッチし,10,000Nm8′/h99.6%純度の定格出

酸状態において0.499kWh′/Nm302という優秀な原単位が得られ,

空気分離装帯の技術史上郷かい､成果をあげる原動力として寄与し

た｡

13.2.3 大形シンクリングフアンの完成

鉄鋼工 の進展に伴って焼結機は大容量化されつつあり,この

引排夙に使用されるシンクリングフアンも非常に大形になってき

た｡36度年に現地 した富士製鉄株式会社釜石 鉄所納シ

ソタリングフアンは,2,000t/d級の焼結棟排夙に使用される風量

7,000m3/min,風圧rl,300mmAq,温度1200C, 動機出力2,550kW

の♯20両吸込形ラジアルブレードフアンで,記録的な製品である｡

この種のものとしては風量に比較して風圧が高く,比較回転数が低

いので技術的にはかなりむずかい､仕様であったが,あらかじめモ

デル実験を行って諸元を決定し,かつ独創的な新棟軸をおりこんだ

設計を行った結果,工場内性能

を得た｡このほか本機ほ

験で最 菌 72% という高性能

引ガス中のダスト(約0.5g/Nm3)による

摩耗現象を最少限におさえるよう主要部分には特殊ライナを付し,

羽根車心板にダストが衝突し難い工夫などを行い,さらに巨大なケ

ーシソグ,羽根車の熱膨脹による変形に対して,各部の継手,軸貿

通部,重量支持部には 殊構造を採用するなど,構造上他にみられ

ぬ特色をもっている｡すでに4,000t/d～6,000t/dの超大形焼結機

の計画があらわれつつある現在,好評を博L運転を続けている本機

の実績はまことに貴重である｡

なお本校に続いてほぼ同一仕様の川崎製鉄株式会社千

♯20シンクリングフ 鋭をソア で中作 ある｡

鉄所納

13.2.4 低騒音送風機

送風機の騒音低下に関する要望はすでに各方面より強く叫ばれて

いたが,低騒音を目的とした 風機2種類が完成し大きな収獲を得

た｡.下水道の汚水処理場に使われる曝気槽用空気吹込みブロワは市

街地に設托され,しか に時洞力台数-も l れるためとくに騒

音の粂什が厳い､が,細部にわたるくふう研究の結果,顧客の要求
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第14図 富士製鉄株式会社釜石製鉄所納

シこ/タリ ンダフアン

第15図ニ ラ東ぷ都水道局三河島下水処理場納

330kWターボブロワ

に十分副う低騒音ブロワが完成した｡250m3/min,5,200mmAq東京

都水道局三河島下水処理場納330kW5段ターボブロワ(3台)は羽

根車を全熔接構造とし,羽根なしディフユーザを採用して発生騒音

を低下させるとともに鋳鉄製ケースは とLて内部に吸音

材を装着L,外部に伝わる騒音を最小におさえる配慮がなされてい

る｡吸音材にほ周波数特性を吟味しブロワ内で発生する音に対して

特に有効な材料を選定している｡また駆動電動機も新設計のサイレ

ソサを 備した低騒音誘導電動機で現地総合試運転の結果,ブロワ

と電動機をあわせて82フォンという好結果を得た｡このほか名手γ

屋市水道局納1台が納入され,横浜市 設局納3台を製作小であ

る｡

ビル換気用フアンにおいても従来のものに比べ10～15フォン低

い75フォン程度の低騒音巽形フアンが完成した｡本棟は翼形羽根

をもった羽択串を 用するとともに鋼板製ケース内面に空気層と吸

苫材を併用して特に低周波数域の騒音を吸収させるよう考慮したも

ので,沖ビル納♯8巽形フアン1f†,興銀ビル納#7

合計9子㌻が完成した｡

13.2.5 標準送風機

形フアンなど

最近のビル建築のブームに伴い,換気,空気調和器用に用いられ

る送風機の需要がきわめて多くなった｡この種送風械は

様式や

屋の内部

置場所,条件などにより種々の制約をうけることが多いれ

とくに短納期であることが強く要望される｡これに応ずるため比較
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第16図 換気,空気調和署芹用

日立キュービックフアン
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的小形で最も多く使用される多巽フアン,リミットロードファソの

二つの形式について換気に適した標準仕様を定め,仕込生産によっ

て即納できるようにねらったのが36年度の新製品として登場した

日立キュービックフアンである｡"大きさ"は二つの形式に対して

それぞれ#3,♯4,♯5の6種類で,独特な形態をもったスマートな

構造,コソパクトで軽量,電動機がフアンケースに取付けられてい

卑ため据付作業が容易で場所をとらない,ケースがキュービックタ

イプであるため吐出方向は3方向に変えられる,ダクトへの接続を

容易にするためキャンバスフラソジを付属しているなど,換気用と

しての要求に適合するよう多くの考慮が払われている｡

13･2･る 電動焼直結形の単段ターボブロワ

溶銑炉をはじめとし,各種用途に使用されているが,仕込生産を

行っている7.5kW,15kW,22kWの3機種のほか,100kWまで

の容量のものについてサイクル別に20数種類の標準仕様に基いた

準化が完成し,増加する 更に応ずる態勢が整った｡

さらに35年度の新製品として紹介し,広く好評を博して製作実績

50台を越えた熔接構造の標準多段ターボブロワも最高圧力6,000

mmAq,最大出力300kWまでサイクル別に20数種煩の標準仕様を

定め,標準化が完成し,今後ますます拡販されることを期している｡

13.2.7 換 気 扇

三相換気扇については21.6.2の現単相換気扇については7.1.2

の項を参照｡

13.3 ポ ン プ

ポンプ部門ほ年々順調に伸長Lており36年も多忙をきわめた｡年

間の話題としては大形ポソプでは,立形揚水ポンプとして世界第1

位を誇る56,500kW全揚程241.4mの九州電力株式会社 塚揚水発

所の超大形ポンプが営業運転にはいったことと,これまた日本で

ははじめて製作されたエジプト政府納2,300mm斜形軸流ポンプの

工場完成があげられる｡

火力発電所の建設が全国的に盛んで火力プラント用の各種ポンプ

の大増産が行なわれた｡中でもボイラ給水ポソプは台数において,

一般産 用の小形を含み約150台と過去5カ年分を一年間にまとめ

たほどであり,容量としてもますます高圧(最高206kg/cm2)高温

(最高1700C)となったので技術的に大いに進歩した｡

小形ポンプではアメリカと技術提携した日立パシフィックのプロ

セスポンプの生産が始まったことが特筆さるべきである｡またTO一

H酸 分離プラソトの活況から-1830Cという低温の液体酸素を送

る高圧ポンプの需要が出てくるなど特殊液用ポソプも著しい発展が

あった｡汎用ポソプについてほ生産量の激増に対処するため新たな

合理化方策が進められている｡

第44巻

第17図 56,500kW揚水ポンプ栴道断面図

第1号

この範囲ではさきにJIS【8313として小形渦巻ポンプが制定され

た際は日立製作所がまず第一にJIS表示を許可されたがそれ以来次

々とすすめられているJIS制定の仕事に協力を続けている｡

水中モートルポソプは高電圧モートルの試作もほぼ完成し近く製

品として世に出るであろう｡水中モートルポソプとともに日立総合

技術を発揮した地上用の一般モートルポンプの延びも著しかった｡

一般産業界における設備投資の活況は相変らず続き,ここ数年絶

えていた1,000mm,1,200mm級の大形ドック排水ポンプや,化学

工場などの1,000kWを超える大容量の冷却水用海水ポンプにも見

るべき進歩があった｡この分野においては海水による腐食が問題で

あるが,他に例をみない30m/sまでの高速流水中の腐食の実験研

究が実を結び,大いに得るところがあった｡なおこの実験は引き続

き行なわれている｡新い､問題にも数多く遭遇したがこれらの製作

経験は37年からの躍進に大いに役だつであろう｡

13･3･1九州電力株式会社納5d.5川W揚水ポンプ運転開始

九州電力株式会社 塚発電所の56.5MW揚水ポンプは世界最大

の立形揚水ポンプとしてその完成が待たれていたが,昭和36年2月

現地試験を終了し,営業運転にはいった｡ポンプの構造は弟け図に

示すように2枚の羽根車をもつ立形2段のタービンポンプであり,

2段目羽根車から吐出した水はスパイラルケーシソグに集められ吐

出ロフランジ部を経てニードル形吐出弁に続いている｡回転部の軸

推力は下部の推力軸受が受ける｡また水車軸の下端とは歯形継手に

よって連結されるが,発電運転中は軸の下端から圧油操作によって

自動的に切り離されるようくふうされている｡

この設計製作には多くの新技術をとりいれたが,そのおもなもの

ほ

(1)モデル試験で性能の確認されている効率のよい2段の羽根

車

(2)キヤビテーショソ性能のよいプリローテーション形サクツ

ョソケーシング

(3)起動時のトルクを軽減する回転軸浮上装置のついた推力軸

受

油圧操作で自動的に着脱する歯形継手(弟柑図)

断時には2段閉鎖をしてウオータハンマを軽減する

ニードル形吐出弁(弟19図)

(6)軸の停止を確認する微速検出装置

現地試験の結果は次のとおりである｡

(1)振動試験

起動時には回転数が上昇する過 で吐出弁を予関する予開起動

法を採用したので,ポンプの運転ほ非常に静粛になった｡全力揚

水巾の振動は0.01ないし0.03mmである｡



圧 縮

第18囲 歯 形 接

第19図1,800mm 吐 出 弁

(2)連続揚水試験

6時間の連続揚水試験を行った｡主ポンプを始め各付属機器は

その機能を発揮し,各部の油温上昇も良好な成績をおさめた｡

(3)ウオータハソマ試験

吐出弁の開度25,50,75,100%における

油圧低下による電源

源遮断および操作

断を行い,そのときのウオータハンマ試験

を行った(弟20図)｡いずれの場合についても最高圧力上昇10%

以下,逆回転なしというすばらい､成績をおさめた｡

(4)効 試験

サージタソクに至る鉄管の途中にカレントメータとピトー管を

おいて揚水量を測定し,ポンプの性能を調べたが,いずれの場合

にも保証効率90%に合格する好成績が得られた｡

(5)急速切替試験

発電から揚水に切替えるときにはまず水中発電機を停止し,停

止を確認して浮上装置によって主軸を浮上させ,微動装置によっ

てポソプをゆっくりと回転させ,この間に継手を油圧によっては

めこむ｡ポンプ軸が水車軸に連結すると水草のガイドべ-ソを開

いて回転を上昇させ,同期速度に達したときに電動機を並列に入

れる｡ 動機が動きだすと水車入口弁を閉じ,水車ケーシング内

の水面を圧縮空気で押下げ,ポンプの吐出介を全開まで開く｡こ

の運転を配電盤室で一人制御で行うも甲で,各機器ほおのおのの

機能を発揮して円滑な動作を行うことを確認した｡
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第20図 ウオータハンマ試験

13.3.2 ボイラ給水ポンプ

電力需要の急進と産 の開発に応じて滋近 設された火力発電所

および計画中のものは,かつてないほどの出力にのぽるが,ボイラ給

水ポンプの 要も非常な勢いで伸びた｡
l

l 所では125MW

から156MWおよぴ175MWへと大容義のものが多くなり,産

発電所でも75MW級の大形発電所が 設されるようになって,ボ

イラ給水ポンプも大容量のものが続々製rl二されている｡中国電力株

式会社水島発電所(125MW)のポンプは60サイクル地区の代表的例

であって,電動機直結のボイラ給水ポンプとしては最大容量をもつ

ものである｡一策21図に現地据付後の状況を示す｡

36年に完成したおもなものは

中国電力株式会社水島発電所(125MW)3台

(227t/hx158kg/cm2×3,600rpmxl,500kW)

東京電力株式会社品川発電所3期(125MW)3台

(228t/hx158kg/cm2×3,000rpmxl,600kW)

北海道電力株式会社滝川発電所3期(75MW)3台

(150t/hx127kg/cm2×3,000rpmx850kW)

である｡引続き製作中で近く完成を予定されるものほ

東燃石油化学株式会社川崎工場 2台(1台はタービン駆動)

(168t/hx55.5kg/cm2×3,000rpmx510kW)

八幡製鉄株式会社戸畑工場 2台

(120t/hx81.3kg/cm2×3,600rpmx450kW)

清水共同火力発電株式会社新清水発電所(75MWx2)6台

第21回 申国電力株式会社水島発電所納ボイラ給水ポンプ
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(143t/hx184･2kg/cm2×3,600rpmxl,300kW)

信越化学株式会社直江津工場(25MW)2台

(192t/hxlO4.1kg/cm2×3"000rpmx900kW)

北海道電力株式会社新江別発電所(125MW)3台

(220t/hx157･8kg/cm2×3,000rpmxl,500kW)

昭和電工株式会社市原発電所(75MWx4)12台

(150t/hx127･5kg/cm2×3,000rpmx850kW)

印度ネロ･一ル発電所(30MW)

(100t/hx75･3kg/cm2×3,000rpmx350kW)

(200t/hx75･3kg/cm2×3,000rpmx650kW)

タービン駆

帝国人絹株式会社松川｣二場(10.7MW)2台

(96t/hx163kg/cm2×3,600rpmx750kW)

丸善石油株式会社巨 束製油所(5.8MWx2)5台

(75t/hxlO2kg/cm2×3,000rpmx370kW)

印度ハルドアガンジ発電所(30MW)

(100t/hx75･8kg/cm2×3,000rpmx350kW) 3台

1台はタービン駆動

などである｡上述の例からわかるように,最近の傾向ほ新清水発電

所のように 用によってポンプの吐出圧力が高くなっ

て,流体継手を依って速度制御を行うようになったこと,輸出プラ

ントが大形化してきたこと,大容量のターービン駆動の採用が始めら

れたことなどである｡

ほ･3･3 デスケーリングポンプ多数受注

製鉄 界の活況に伴い圧延設備に付属するデスケーリングポンプ

の受注も活発をきわめ,昭和36f~巨に納入または受注した台数は9月

までで15台に達した｡

納入先別に仕様,受注台数を示すと弟1表のとおりである｡

このうち,日新製鋼株式会社南陽工 に納入したものはステンレ

ス鋼板のデスケーリング用であるが,吐出圧力125kg/cm2はデス

ケーリングポンプとして最高の吐出圧力をもつものである｡またブ

ラジルのウジミナス製鉄所に納入したものは海外に進出したはじめ

てのものであり,また東海 鉄株式会社に納入したものはモータ出

力の点で32年に富士製鉄株式会社室蘭

とタイ記録の容量をもったものである｡

鋼所に納入した1,400kW

最近のデスケーリングポンプの傾向として圧延作 のピッチが密

となり,デスケーリソグの回数も以前に比して増してきたので多量

の水量が要求され,2台以上のポンプの並列 転が必要となってき

た｡すなわち,デスケーリング装置に要求される仕様ほポンプ1台

の仕様よりははるかに大きく,ウジミナス納めの2台,東海製鉄株

式会社の2台,八幡製鉄株式会社戸畑第一熱延工場の3台(将来は

4台),同じく第二熱延工場の2台(将来は3台)はいずれも並列運

転されるもので,いかに多くの水量とモータ出力が要求されている

かがわかることと思う｡

13･3･4 エジプト政府納2.300mm斜流軸流ポンプ

ナイル河の沿岸には従来から農地排水用,潅漑用水用ポンプが多

数使用されてきており,現在もエジプト政府ほ農地開発のため揚,

排水ポンプ設備の増強をはかりつゝあるが,このほど完成したエル

メックス排水機場納2,300mm斜形軸流ポンプ6台は,エジプトに古

い実績と基盤を持つ西欧一流のポンプメーカーKSB,MAN,

ANDRITZ,RIVAその他SIGMA,STROJEXPORTなどの各社

を国際入札で退け受注したものであって,ポソプ,減速機, 動磯,

フラップ弁,受配電設備など一式を納入するものである｡わが国か

らエジプトへこのような大形のポンプ設備を 肌 出するのははじめて

であり,かつまたエジプト最大の排水機場となるものであって,こ

の点われわれが大いに誇りとするところである｡

第1表

納 入 先

三′＼

創刊

日新製鋼南陽

尼 鉄

ウ ジ ミ ナ ス

八幡新厚坂

詰士族広畑

東 海 製 鉄

八幡戸畑2分塊

八幡戸畑一熱延

八幡戸畑二熱延

東海鋼業若松

昭和36年デスケーリ

口 径

160

130

260×200

160

200×160

260×200

160

200×160

200×160

160

段数および形

10S BVM

lOS BGM

6S BDVM

6S VM

7S BDVM

6S BDVM

lOS BVM

7S BDVM

7S BDVM

lOS BVM

第44巻 第1号

ソグポンプ納入(受注)一覧

仕

声望≡)催≡三)回転数

(rpm)

モータ

出 力

(kW)

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

3,600

第22国 富土製鉄株式会社広畑工場納

820kWデスケーリングポンプ

第23図 2,300mm斜形軸溌ポンプ工場試運転状況

斜め据付の軸流ポンプはエジプトでは 清から使用されている

が,わが国でこのような大形のものが製作されるのはほじめてであ

って,この点設計,製作には特に注意を払った｡

斜形の軸流ポンプは管路の屈曲が少なくなるため揚水効率が高く

なるほかに.横形のポンプに比しては一般に建家面積が小さくてす

むこと,キャビテー∵ンヨソに対して有利であること,電動機を洪水

から保護することが容易であること,起動時に満水の操作が不要と

なり操作が簡単になることなどの利点を有する｡また立形ポンプに

比しては保守,点検,分解が容易であるという利点を有する｡した

がって今後国内においても斜形のポンプが利用されることが考えら

れる｡たとえば堤防を越して排水するような場合には地形上有利で
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第24図 岩手県電力局納1,500kWポリュートポンプ

あると考えられるし,

は起動時の

動たま 転
,遠ガ操作などな行うポンプで

水操作不要ということが大きな特長となって購ブjLる

であろう｡

現在エジプトではアスワソハイダムの建設中であるが,これが完

成しナイル河の水の 節がすすみ,農地が開発されるとともに農

用揚,排水ポンプの需要はますます増してくるものと思われる｡現

在この市場への共産圏メーカーの進出が著しく受注は必ずしも容易

ではないが,おう盛な需要からみて原価の低減,ポンプ性能の向上

をはかることにより今後有望な市場となりうるものと考え,エルメ

ックス納ポンプの完成を契機に努力中である｡

13.3.5 岩手県電力局納1′500kWポリュートポンプ

このポンプ場は岩洞発電所のダムへ揚水するのに用いられるが,

系の異なる水を80m揚水することによりその先400mの落差が発

電に利用できることになるので計画されたものである｡

ポンプは700×400mm両吸込ポリュートポンプで仕様は75m3/

minx88.5mx720rpmxl,500kWであり,全揚程の高い両吸込ポ

リュートポソプとしてはわが国最大容量である｡

管路は道川の水を中間水槽ヘボンプアップし,以後向井の沢ダム

まで約3km,さらにそこで自然流入水などを加えて岩洞貯水池まで

をいずれも暗きょで日然流下させるのであるが,ポンプ場は発電所

から約20km離れた山中にお力ーれるので無人ポンプ場として計画さ

れた｡しかも向井の沢からの流~F効率を最高に保つために向井の沢

の水位を規定値±25mmに保つようポンプは完全な自 回で転

転数制御,台数制御を行うようになっている｡この系においては自

然流下管路を含むためにポンプの回転数制御の結果が向井の沢ダム

に現われるのに約10～20分要するので,乱調防止のために不連続制

御を行った｡すなわち向井の沢の水位検札用フロートに規定値を中

心として上下に接点を設け,水位の過不足の信号をポンプ場に送り

それに基いてポンプは一定時間ごとにステップ状の速度変更または

台数変更を行うようにした｡また水量の少ない領域ではわずかの速

度,揚 の変化に対し水量は大きな変化を生ずるので,ポソプ特性

は全範囲にわたって右Fり特性となるよう設計上考慮し,その影響

を減少させた｡

なおポンプにはチェック弁を川いザ,冬期は凍紆防止のため中開

水槽までの水を全部落すようにし,またそれにより付電時の水撃現

よ び

傘歯車減速機 傘歯車減速機
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第25岡 ディーゼルエンジン駆動寸1形ポンプの駆動方式

第2表 ディーゼルエソジン駆動立形低揚程ポンプの納入実績

納 入 先

東)j(椰水道局 小松川

円｢仁市市役所 両 地

苗郡毎遠道路公団 尾張橋

諌:京都水道局 浜 町

新 潟 市 役 所 蔵所堀

高 知 少,さ 仁 西 村

岡U｣農地1挿頭局 兄島湾

有 岡 上 地 改 良 区

(£慧)形
1,400斜流

1,800軸洗

1,200斜流

1,000軸流

900斜流

800軸流

700軸流

750軸流

年度

製作中

製作･1■

昭 36

昭 35

昭 36

昭 30

昭 33

椚 31

象の防11二も兼ねさせている｡ポンプおよび侶動機はその際の逆流逆

転に耐えられるよう叔度的にも構造的にも考 されている｡

13.3.る ディーゼルエンジンによる立形ポンプの富区動

各都市の下水道設備の新設,拡掛こ伴って下水の雨水排水用とし

てディーゼルエンジン駆動の立形大口径低揚程ポンプ(主として斜

流ポンプ,軸流ポンプ)の需要が増えてきている｡これは次のよう

な理由によるものである｡

(1)雨水排水用ポンプほ主として豪雨時の排水に使用されるも

ので年間の運転時間は短く,電動轢よりもディーゼルエンジンで

駆動するほうが経済的であり,停 に災いされないこと｡

(2)従来ディーゼルエンジン駆動のこの種のポソプは鱗形であ

ったが,最近ほ都市の敷地難のため据付面積の小さい立形ポンプ

が喜ばれるようになったこと｡

(3)立形のほうが運転操作が楽であること｡など

ディーゼルエソジンで立形ポンプを駆動するためには弟25図に

示すような駆動方式となり,かさ歯車減速機を使用することになる｡

ポンプ用減速機のかさ歯車は普通ほ周速が速いためにまがり歯か

さ歯車が採用される｡したがってこの種のポンプの容量はまがり歯

かさ歯車の製作限界から制限を受けることになる｡日立製作所亀有

工場はわが国では最大のグリーソソ方式のまがり歯かさ歯車瀬切盤

を有しており,この種のポンプでは1,000PS程度のものまでが

可能である｡弟2表にディーゼルエンジン駆動かさ歯車掛低揚程ポ

ソプのおもなものの納入実 を示す｡

今後大都市の下水用設備にほ口径1,000～1,700mm,1基の容量

が1,000PSに近い雨水排水用ポンプの設置が予想される｡

13.3.7 新亜細亜石油納など大容量歯車ポンプ(サイン曲線

歯形使用)多数納入

石油会社における重油移送用ポンプとして歯車ポンプは般も適し

たものであるが,解からの積下し,船への積上げ,あるいはタンクか

らタンクへの移送の能率を上げるために大容量化が望まれている｡

日立製作所においてはこの要望にこたえ,34年出光興産株式会社

徳‥l製油所にわが国最大の500m3/hという容量をもつ歯車ポンプ

を納入したが,この実掛こより以後大容量歯 ポンプの受注は日立

独占の形となり,おもなものをあげると次のとおi)である｡

昭 和 石 油 250m3/h 2台
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昭 和 石 油

新 亜 細 亜 石 油

丸 善

出 光 興 産

山 光 興 産

出 光 興 産

出 光 興 産

石 油

徳 山

千 葉

千 葉

千 葉

300mソh

400ma/h

230m8/h

350ma/h

250m3/h

400m8/h

450m3′/h

2台

1台

7台

5台

3台

3台

5台

このうち,新亜細亜石油株式会社納めのものは吐出量においては

前記500m8/′hのものに及ばないが,吐出圧力が高いのでモータ出

力190kWと前記500m3/hポンプの150kWをこえて最高馬力の

品である｡

13.3.8 特殊液ポンプ

河水や海水以外の液を扱うポンプを特殊液ポンプと称している

が,これは種類が多く液によって

プにおいては温度,

二′曽､意すべきノ克が異なる｡化学ボン

食,漏れなどが重点になり,固形物混入液で

は摩耗,詰りなどが問題になる｡36年度に二,三の新機種を製作し

たので以下紹介する｡

(1)液体酸 ポンプ

製鋼,熔接などに酸 を多量に使うようになってきたので酸素

造装置の規模も大きくなってきた｡別項TO--Hプラントもそ

の一種であるが,プロセスの中で液体酸素をポンプで移送する必

要がある｡液体酸 は-1830Cで大気圧と等い､蒸気圧を持って

いる気化しやすい液体であるからその点に注意を要する｡今回住

友金属工業株式会社小倉 鉄所に

になった機会に液体酸素ポンプの

のプラントが納入されること

作を行った｡低温,酸化性に

たえる金属材料,液体酸素そのもので潤滑される軸受および軸封

装置がおもな問題点であったが,いずれも解決し同製鉄所におい

て300時間の連続実用 験も終った｡ポソプは50×38mmの8

段立形タービンポンプで5m3/hx30kg/cm2×22kWというもの

である｡今後はさらに大容量,高圧のものが必要となるのでさら

にくふうし 要に対処したいと思っている｡

(2)液体フロンポンプ

電通大阪支社ビルの冷暖房装置用に冷媒の液体フロンを圧送す

るポリュートポンプを納入した｡フロン(R-12)は高価であり,

漏えい防止が問題であった｡メカニカルシールでも漏えい絶無は

期しがたいので,電動機全体を完全密閉し,ポンプケーシ∵/グに

接続する形を採用Lた｡キャソドモートルと似ているが電動機の

固定子も液中㌢こある点が異なっている｡ポンプは80×50mmの

両吸込2段タービンポンプで仕様は0.2m3/minx52.5mx7.5kW

というものである｡運転条件は吸込側圧力6kg/cm2,液温150C

である｡

(3)製塩用循環ポンプ

加圧製塩法には反応塔内の濃縮食塩水をポンプで循環させる工

程がある｡これに要するポンプは食塩水に対する耐食性と液中の

食塩の結晶に対する耐摩耗性のほかに漏えいの少ないことも要求

される｡今回新日本化学株式会社(小名浜工場)に納入したポンプ

は1,000mlnの軸流ポンプ(ただし案内羽根を省いた形)で,吐出

量は約170m3/min,全揚程2.3m,使用電動機200kWのもので

ある｡150〇Cの塩水を取扱うため,ポソプ本体は中心支持形全ス

テンレス製とし,軸封装置としては外部注水式のダブルメカニカ

ルシールを使用した｡反応塔循環ポンプというものは今後

学工業に

,も 化

要が多いと思われるので,今回の経験は大いに役にた

つと思っている｡

特殊液ポンプとしては別項にあるように,米 パシフィック祉

との提携が行われ石油精製,石油化学などのプロセスポンプはほ

とんどこれで網らできることになった｡提携品目以外の耐酸,薬

第26図 新亜細亜石油株式会社納400m8/h

サイン曲線歯車ポンプ

第27図 立軸バーレル形液体酸素ポンプ

第28図 全密閉形液体フロソポソプ

液ポンプなどほ小形で数も多いので標準設計による生産方式を確

立し,本項にかかげたようなきわめて特殊の大形ポンプだけを注

文生産することにより日立製作所の特殊ポンプ全体の生産量を高

めていきたいと思っている｡

13.3.9 汎用ポ ン プ

あらかじめ 準化され,見込生産を主体としている汎用ポンプは

安定した性能,安価,短納期の点できわめて経済的なポンプである｡

この点について使用者側も年々認識を深められているので今後いっ

そうの発展が期待される｡

(1)受注伸長と生産態勢の強化

最近の受刑申長率は弟29図のように順調に上昇しているが,

さらに将来の躍進に備えた生産態勢も着々と紫備されつつある｡

生産能力の増大化とともに合理的な 準化設計による機種および

部品の整備と生産合理化による原価低減を計る努力を絶えず行っ
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ている｡これらの効果が第29図の伸長率に現われている｡

(2)新機種ポンプについて

新たに汎用ポンプとして

(a)高揚 ビルジポンプ

りあげたものに次のものがある｡

主として汚水処理に使用される立形ビルジポソプ(ノンクログ

形の羽根車を採用)の適用範囲ほ従来口径100mm以下,全揚程

14m止りであったがビルディソグの地下高層化の傾向に備え全揚

程26m,口径も160mmまでその範囲を拡大した｡

構造も軸受部分の汚水に対する保護を最重点に考え,耐久性を

たせた特殊構造としてこの種ポソプとしては最高級のものであ

る｡

(b)

目立

ポインター自吸式ポンプ

作所の関係会社である新明和工 株式会社で従来から

"ポイソターボソプ"の愛称で販売されていた自吸式ポンプを今

回日立製作所でも販売することになり,日立方式で整理したうえ

で"目立ポインター自吸式ポンプ''として市場に発表した｡

本ポンプは次の3種類からなる｡

(i)GP形:主として土 工事用に使用するもので,ガソリ

ソエソジンとポンプが共通軸にできており可搬

式となっている｡

U形,NH形:主としてベルト駆動で使用する｡

PU形:電動椀とコモンベース上で直 したもので主と

して 備用に使用する｡

いずれもフート弁を必要としない自吸式ポンプであるから,多

少空気が揚水中に混入しても揚水可能である｡また封水部には耐

摩耗性を考えた独得の構造と超硬合金を使用しているから多少の

土砂が混入しても心配ないようになっている｡羽根 も特にオー

プン形にしているから羽根車内で泥砂が詰るようなこともない｡

13.3.10 ポンプ所用配電盤

ポンプは国内はもとより海外にも多数の大容量機が輸出された

が,その制御方式はそれぞれの国情に合致するようくふうされてい

る｡

弟32図に示すエジプト政府エルメックスポンプ所に納入した配

電盤はスイッチキユーピクルに主回路器具をまとめて安全なものと

し,また本盤に向きあって設置される2,300mm,710kW斜形軸流

ポンプ6台を再接監視しながら制御するものである｡

ブラジル,ミナスジェライス製鉄所には膨大な製鉄所用水をまか

なうため600kW6台,525kW6台,300kW2台,225kW5台

の渦巻ポンプを納入したが,これらはすべて一人制御方式を採用し

弟31図の 中制御盤から制御される｡

また新しい傾向として,従来手動操作が多かった下水用ポンプ所

のディーゼル麟関駆動ポンプにも,洪水時誤りなくすみやかに起動

できるよう一人制御方式が採用され信析性が一段と向上した0
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13･4 液 体 変 速 機

流体継手,トルクコンバータの需要も年々増加の一途をたどって

二転り,その用 も従来の殻を破ってしだいに しい分野に拡がF)つ

つある｡これは需要家が流体変速機の効用についての認識を深めつ

つある証拠と考えられる(すなわち伝動枚械装置は不可欠な最終日

的の機械ではないために,操作性や寿命を

単な機構ですましうる場合が多い｡しかし工

祝しなければ安くて簡

の高度の発展は必然

的に機構および操作の複雑化および人件費の高騰を招き,運転費,

維持費を低減せしめることは設備費の多少にまさるとも劣らない課

題になりつつあるr)ここにいたって高級伝動機の必要性が生じてく

るのであり,流体継手やトルクコンノ∴一夕の真価もはじめて理解し

うるものとなる｡

昭和36年度における流体継手の新い､用途としてクラッチ用流

体継手が挙げられる∩これは特に大形機械の動力断続用として最適

と考えられる｡

トルクコソバータにおいてほ可動巽トルクコンバータの発展が日

だっ｡本機は新い､変速装置として,従 の流体継手変速では及ば

なかった分野を覆うものとして大きな期待がもたれている｡

また車両用液体変速機としてはR本国有鉄道の指名をうけ,協同

設計のもとに製作したDW2形液体変速機が完成し,斯界に万丈の

㍍を吐いた｡本機は今後制式機上して

るっ

準生産されるべきものであ

13･4.1流 体 継 手

化学工場向ガス循環ポンプ調速用流体継手ほすでに多くの製作実

績を石Lいずれも好調に稼鍬~f--であり,コンプレッサの無段階調速

に威力を発揮している｡特に今回昭和電工株式会社に納入した750

rpm485kWSHlO6流体継手(第33図)は羽根申の有効径1,00O

mm以上という国内有数の大形品であり,その活躍が期待される｡

また流体継手内の油を充てん排出することにより動力の断続すな

わちクラッチ作用を行わせることができる｡エンジン掛けの機械,

または原動機は回し放しで負荷のみを断続させたい場合には必ずク

ラッチが必要となるが,従来の摩擦式クラッチは必ずしも万能とは

いえない｡特に馬力または負荷慣性が大きい場合や定速原動横駆動

の場合には面の摩耗がひどく円滑な作動は期待しえない｡これを流

体継手の充てん排出によぎフ行えば,摩耗部分が全くないうえ,充排

油時間の調整により着脱力を任意にかつ連続的に変化せLめうるか

ら,作動が円滑で絶好のクラッチ燐構といえよう｡首都高 道路公

団汐留ポンプ場納650rpm280PSTSH95CH流体継手3台(弟34

図)は上記の目的で設置されたもので,常時は電動駆動されるポンプ

と非常用エンジンの問にそう入される｡電 駆動時は電磁弁により

流体継手への通油路が断たれているから,流体継手の被動側が空転

するのみで伝動は行われない｡しかし停電時エンジンが起動される

と同時に 磁弁も開き通油が行われ,ポンプが駆動される｡Lかも

これらの操作はエンジンの起動停止と連動して自動的に行われる｡

今後設備のユニットはますます大形化される傾向にあり,このク

ラッチ用流体継手の需要も増大するものと期待されるっ

13.ん2 トルクコンバータ

(1)可動巽トルクコンバータ

東亜合成株式会社納1,800rpm50kWオートクレー.プ駆動用

MV320液体変速機は日立がはじめて開発した可動巽トルクコン

バータ2組,高低減速歯車各1組を組込んだ新鋭液体変速機で,

きわめて広い範囲にわたって円滑な変速が可能である｡

弟35図はその外観を示すが,電動機液体変速機減速機最終駆

動軸まで一括製作した｡

弟3る図はこのうち液体変速機部分の構造を示す｡高低両コソ

評 第44巻 第1号

第33国 昭和電工株式会社納750rpm485kWSHlO6流体継手

第34図 道路公団納650rpm280PSTSH95流体継手

第35図 案亜合成株式会社納1,800rpm50kW

MV320液体変速機

/ミータほ同一のもので,そのポンプは入力軸に,高速側クーピソ

は高速繭ヰ宜,低速側タ→ビンほ低速側歯車に接続される｡切換

ハンドルほ高低両コソ/ミ一夕の充てん排出を行い,高速･低速･

巾~-二たの三位置をとりうる｡

操作を行うものである.｡

作ハンドルほ両コンバータの可動巽

第37図はその出力矧生であり,切換ハンドルを低速に倒し才一時

ほ太い実線,高速に倒したときは細い鎖線が得られる｡ 字は各

可動巽位置を示す｡可動巽トルクコンノ∴一夕1個だけでは太線ま

たは細線のいずれか一方Lか得られぬが,本棟の構造にすれば約

2倍の変速範開がとれることになる｡納入棟の場合は6:1であ

るが,冷却を十分行えば10=1以上の変速比をとりうる｡
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第37岡 MV320 日 力 軸 特 性

本機は合計6セット納入したが,いずれも順調に稼動中であり

操作性の良好な点で好評を博している｡

弟38図は王子製紙株式会社キルン駆動用として納入された

RSK33可動巽トルクコンバータであり,1,200rpm50kWの能

力を有する｡本校ほ上述のものと同様に可動巽操作により負荷

の変速を行うのを目的とL,小形軽量で扱いやすい特徴を有す

流体継手による変速がポンプ,フアンなどの回転数に応じてそ

の所要回転力が変化する負荷に対して好適なのに対して,可動巽

いレクコンバータによる変速はクレー∵/ウインチ,クラッシヤ,

ミルなどの回転力一定負荷に最適である｡したがって互に相手の

領域を犯すことなく両々相まって今後の発展が期待される｡

(2)車両用液体変速機

大形ディーゼル校閲車用液体変速戟については数年来研究を弔

ねすでに日立独自のLAZlOR液体変速機を㍍成し｢l~F順調i･こ稼

動中であるが,この実績を日本国有鉄道に認められ,新たに協同

設計を行い,1,500rpml,000PS DW2形液体変速機を完成した

(弟39図)｡本機は増速歯車,トルクコンバータ3個,減速歯車,

前後進切換装置,自動運転装置よりなる高級液体変速楼であり,

トルクコンバータや軸の配列,および各部の構成に斬新な考案が

盛りこまれている｡また自動運転操作はすべて電気式であり,そ

の検出部および操作部(電磁空気式)は変速機本体に設けられる

第38国 王子製餌株式会社キルン駆動用

トルクコソバータ

第39岡 凹鉄納ディーゼル機関車用1,000PS DW2液体変速機

が,指令部は一体のパネルに収められて車体に設置される｡

赤機ほ国鉄非′酎ヒ区間の主力となる大形ディーゼル機関串に積

載される予定のもので,今後の躍進が期待される｡




